
春の闘いを職場からつくり出そう！
各地本定期委員会が成功裡に終了

新
幹
線
地
本
は
２
月
23

日
、
大
崎
第
一
区
民
集
会
所

で
第

回
定
期
地
本
委
員
会

25

を
開
催
し
ま
し
た
。

杉
澤
委
員
長
は
「
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
問
題
で
、
会
社
は

当
初
マ
ス
ク
着
用
を
認
め
な

か
っ
た
。
新
幹
線
関
西
地
本

の
仲
間
が
赤
羽
国
交
大
臣
の

事
務
所
に
行
っ
て
か
ら
会
社

の
態
度
が
変
わ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

東
労
組
の
東
京
、
水
戸
、
八

王
子
地
本
の
一
部
指
導
部
が

『
Ｊ
Ｒ
東
日
本
運
輸
サ
ー
ビ

ス
労
組
』
を
つ
く
っ
た
。
彼

ら
は
、
新
し
い
組
合
に
来
る

か
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
に
残
る
か
、

脱
退
す
る
か
だ
と
三
択
を
迫

っ
た
。
労
働
組
合
の
オ
ル
グ

で
は
な
い
。
４
月
か
ら
新
し

い
人
事
賃
金
制
度
が
始
ま

る
。
私
た
ち
は
労
働
協
約
を

破
棄
し
て
闘
っ
て
い
る
。
今

後
は
節
々
で
闘
い
を
つ
く

る
。
年
休
抑
制
、
一
方
的
休

日
出
勤
の
闘
い
で
職
場
は
劇

的
に
変
わ
っ
た
。
診
断
書
強

要
中
労
委
は
勝
利
の
展
望
が

見
え
て
い
る
。
関
西
の
年
休

権
裁
判
で
、
会
社
側
弁
護
士

は
も
う
終
わ
り
に
し
た
い
と

言
っ
て
い
る
。
反
論
す
れ
ば

矛
盾
が
拡
大
す
る
だ
け
。
こ

の
表
れ
が
１
月
２
月
の
休
日

出
勤
指
定
な
し
で
は
な
い

か
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
「
ト
ラ
ベ
ル

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
発
足
１

年
半
、
こ
の
間

名
採
用
で

24

名
退
職
し
た
。
セ
ク
ハ
ラ

13問
題
で
会
社
の
対
応
が
お
か

し
い
。
３
月
の
団
体
交
渉
で

追
及
し
て
い
く
。
水
野
さ
ん

の
裁
判
勝
利
に
向
け
て
闘
っ

て
い
く
」
「
診
断
書
強
要
都

労
委
は
完
全
勝
利
し
た
。
今
、

中
労
委
で
闘
っ
て
い
る
が
、

組
合
準
備
書
面
に
対
し
て
会

社
は
反
論
は
し
な
い
。
勝
利

的
に
進
ん
で
い
る
」
「
年
休

裁
判
等
の
闘
い
に
よ
り
、
25

日
の
勤
務
指
定
で
年
休
発
給

と
予
備
月
の
勤
務
指
定
を
勝

ち
取
っ
た
。
原
告
組
合
員
の

年
休
申
請
に
対
し
て
、
会
社

静
岡
地
本
は
２
月

日
、

27

静
岡
労
政
会
館
で
第

回
定

29

期
地
本
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

半
場
委
員
長
は
「
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
対
策
の
マ
ス
ク
使

用
で
、
名
鉄
で
は
点
呼
時
も

着
用
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
と
は

扱
い
が
違
う
。
静
岡
独
自
の

闘
い
と
し
て
、
規
程
の
訂
正

時
間
を
労
働
時
間
と
す
る
闘

い
を
始
め
た
。
超
過
勤
務
申

請
簿
を
提
出
し
た
が
返
さ
れ

た
た
め
、
苦
情
申
告
を
行
っ

た
。
今
後
も
具
体
的
な
闘
い

を
展
開
し
て
い
く
。
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
東
京
、
水
戸
、
八
王

子
地
本
の
一
部
指
導
部
が
脱

退
し
た
。
許
し
て
は
な
ら
な

い
。
静
岡
県
協
の
仲
間
と
共

に
闘
っ
て
い
く
。
本
部
山
本

副
委
員
長
が
些
細
な
事
象
で

乗
務
停
止
と
な
り
、
会
社
か

ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
抗
し
て
闘

っ
て
い
る
。
地
本
は
抗
議
の

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
管
理

者
の
態
度
が
一
変
し
た
。
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
で
、

国
、
県
、
Ｊ
Ｒ
の
三
者
会
談

が
開
か
れ
た
が
、
Ｊ
Ｒ
の
説

明
は
曖
昧
と
さ
れ
た
。
建
設

に
は
反
対
で
あ
る
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、

感
染
の
恐
れ
が
あ
り
病
院
に

行
け
な
い
場
合
な
ど
、
賃
金

な
ど
の
生
活
を
保
障
す
べ

き
。
点
呼
時
も
マ
ス
ク
を
す

る
べ
き
」
「
規
程
訂
正
時
間

の
問
題
で
、
苦
情
処
理
会
議

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
診
断
書
強
要
都
労
委
・

中
労
委
の
闘
い
が
勝
利
的
に

進
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
」

「
Ｒ
Ｖ
Ｓ
を
口
実
に
、
支
社

か
ら
現
場
社
員
の
接
客
態
度

を
監
視
に
き
て
い
る
」
な
ど

の
発
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
書
記
長
は
、
総
括
答

弁
で
「
一
方
的
休
日
出
勤
反

対
の
闘
い
や
年
休
裁
判
の
闘

い
、
年
休
権
裁
判
の
闘
い
は
、

ま
さ
に
労
働
組
合
の
必
要
性

・
重
要
性
、
運
動
の
正
し
さ

が
再
認
識
で
き
る
。
働
き
方

改
革
と
し
て
、
従
業
員
代
表

制
の
法
制
化
を
図
っ
て
い
る

法
制
審
議
会
の
委
員
長
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
富
田
元
社
長

で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら

脱
退
し
た
人
た
ち
が
パ
イ
パ

ン
で
い
る
状
況
が
権
力
の
意

図
に
お
い
て
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
地
本
旗
開
き
の
講
演
で
、

松
山
さ
ん
は
『
無
駄
だ
と
思

っ
て
も
や
る
』
と
言
っ
て
い

た
。
申
し
入
れ
を
し
て
も
改

善
さ
れ
な
い
。
改
善
さ
れ
な

い
か
ら
と
い
っ
て
無
駄
で
は

な
い
。
我
々
の
主
張
を
情
宣

活
動
に
よ
り
会
社
、
他
労
組

に
示
そ
う
。
規
程
の
訂
正
時

間
を
労
働
時
間
と
さ
せ
る
闘

い
を
進
め
て
い
る
。
駅
で
の

訓
練
時
の
移
動
時
間
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
闘
い
を
つ
く

る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
の

よ
う
に
、
労
働
組
合
が
会
社

の
代
弁
や
労
務
管
理
を
す
る

の
で
は
な
く
、
労
働
組
合
は

労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た
活

動
を
す
る
、
そ
れ
が
Ｊ
Ｒ
東

海
労
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
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各
地
本
は
２
月
下
旬
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
地
本
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第

回
定

33

期
中
央
委
員
会
で
確
認
し
た
賃
金
引
き
上
げ
・
夏
季
手
当
満
額
獲
得
を
は
じ
め
と
す
る

春
の
闘
い
に
つ
い
て
、
各
地
方
で
確
認
す
る
と
共
に
、
具
体
的
な
職
場
で
の
闘
い
の
方

針
を
確
立
し
ま
し
た
。

特
徴
的
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
分
裂
を
許
さ
ず
仲
間
と
連
帯
す
る
闘
い
を
意
思
統
一

し
、
こ
の
間
の
職
場
で
の
闘
い
の
成
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
幹
線
地
本
第

回
定
期
委
員
会

の
ミ
ス
で
年
休
が
付
与
さ
れ

な
か
っ
た
。
謝
罪
を
求
め
る
」

な
ど
の
発
言
が
出
さ
れ
ま
し

た
。伊

藤
書
記
長
は
、
総
括
答

弁
で
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
分
裂

策
動
で
、
私
た
ち
に
何
が
で

静
岡
地
本
第

回
定
期
委
員
会

き
る
の
か
考
え
た
い
。
裁
判

闘
争
で
勝
ち
得
た
成
果
を
確

認
し
よ
う
。
水
野
裁
判
で
は
、

水
野
さ
ん
の
受
け
た
パ
ワ
ハ

ラ
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
こ
と
を
他
労
組
組
合
員

に
訴
え
よ
う
。
関
連
会
社
の

労
働
条
件
の
改
善
を
求
め

て
、
３
月
３
日
に
Ｓ
Ｍ
Ｔ
と

団
交
を
行
う
。
会
社
の
ミ
ス

で
年
休
が
出
な
か
っ
た
問
題

で
、
地
本
は
申
し
入
れ
を
出

す
」
と
、
闘
う
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

【
名
古
屋
地
本
と
新
幹
線

関
西
地
本
は
２
面
に
掲
載
】
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名
古
屋
地
本
は
２
月
26

日
、
牧
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
第

回
定
期
地

30

本
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
上
田
副
委
員
長
の
開
会

で
始
ま
り
、
議
長
に
伊
勢
運

輸
区
分
会
東
委
員
を
選
出
し

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
本

部
木
下
委
員
長
、
加
藤
組
織

担
当
部
長
、
松
山
特
別
執
行

委
員
、
鉄
道
フ
ァ
ミ
リ
ー
加

藤
担
当
部
長
が
出
席
し
ま
し

た
。荻

野
地
本
委
員
長
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
対
応
で
、
社
員
よ
り
世
間

体
を
気
に
す
る
会
社
の
姿
勢

は
問
題
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、

マ
ス
ク
着
用
を
認
め
さ
せ

た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
が

成
果
だ
と
盛
ん
に
宣
伝
し
て

い
る
が
、
問
題
は
働
く
者
が

働
き
や
す
く
す
る
た
め
に
ど

う
す
る
か
だ
。
こ
れ
ま
で
の

会
社
と
の
対
応
を
見
れ
ば
誰

も
が
分
か
っ
て
い
る
。
『
新

し
い
人
事
・
賃
金
制
度
等
』

の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
あ

新
幹
線
関
西
地
本
は
２
月

日
、
吹
田
サ
ン
ク
ス
ホ
ー

24ル
で
第

回
定
期
地
本
委
員

25

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

畑
野
委
員
長
は
「
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
問
題
で
、
業
務
中

の
着
用
を
認
め
さ
せ
た
。
日

々
疑
問
を
呈
し
な
が
ら
や
っ

て
き
た
成
果
で
あ
る
。
『
新

し
い
人
事
・
賃
金
制
度
等
』

の
見
直
し
は
未
妥
結
で
あ

る
。
様
々
な
労
働
条
件
改
善

に
向
け
て
闘
い
を
進
め
て
い

る
。
団
交
員
と
共
に
進
ん
で

い
く
。
一
方
的
な
休
日
勤
務

指
定
反
対
の
闘
い
で
、
予
備

月
の
行
路
発
表
な
ど
の
成
果

を
勝
ち
取
っ
た
。
他
労
組
か

ら
の
共
感
を
生
み
出
し
て
い

る
。
さ
ら
な
る
闘
い
を
進
め

て
行
く
。
れ
い
わ
新
撰
組
・

木
村
英
子
議
員
の
事
務
所
を

訪
問
し
、
障
害
者
ス
ペ
ー
ス

確
保
が
十
分
で
は
な
い
と
議

論
し
て
き
た
。
ま
た
、
国
交

大
臣
の
事
務
所
も
訪
問
し

た
。
さ
ら
に
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る

Ｄ
Ｐ
Ｉ
事
務
所
を
訪
問
し

た
。
活
動
を
通
じ
て
『
職
場

で
生
じ
て
い
る
問
題
を
教
え

て
欲
し
い
』
と
言
わ
れ
て
い

る
。
車
い
す
問
題
に
矮
小
化

す
る
の
で
は
な
く
進
め
て
行

き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
「
年
休
権
共
同

本
人
訴
訟
を
立
ち
上
げ
た
。

大
谷
川
さ
ん
の
裁
判
と
併
せ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
勝
利

宣
言
を
出
し
た
」
「
東
労
組

か
ら
分
裂
し
た
組
織
を
糾
弾

会
社
は
２
月

日
、
東
海

29

道
新
幹
線
自
由
席
の
車
内
改

札
を
「
当
分
の
間
中
止
す
る
」

と
の
掲
示
を
掲
出
し
、
乗
務

員
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

本
部
は
２
月

日
、
コ
ロ

17

新
幹
線
地
本
は
３
月
３

日
、
東
京
ト
ラ
ベ
ル
サ
ポ
ー

ト
事
業
所
の
抱
え
る
諸
問
題

の
解
決
に
向
け
て
、
新
幹
線

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
東
海
株
式
会

社
（
Ｓ
Ｍ
Ｔ
）
と
団
体
交
渉

を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
業
務
で
使
用

す
る
は
ん
こ
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
）

は
会
社
で
購
入
し
貸
与
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

寝
室
の
清
掃
関
係
に
つ
い

て
、
「
枕
は
３
月
に
交
換
す

る
予
定
。
布
団
は
４
年
毎
に

交
換
し
て
い
る
。
布
団
乾
燥

は
１
ヶ
月
毎
に
行
っ
て
い

る
。
清
掃
の
件
は
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
に
伝
え
る
」
と
回
答

し
ま
し
た
。
業
務
終
了
後
の

浴
室
（
シ
ャ
ワ
ー
）
が
使
用

可
能
に
な
る
な
ど
、
一
部
の

要
求
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
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名
古
屋
地
本
第

回
定
期
委
員
会

ま
り
に
も
現
場
の
社
員
が
報

わ
れ
な
い
制
度
だ
。
解
決
す

る
ま
で
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
く
。
ま
た
春
闘
が
崩
壊

し
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
は
、

２
０
２
０
Ｊ
Ｒ
総
連
春
闘
と

し
て
労
働
組
合
ら
し
く
闘
っ

て
い
く
。
集
中
旅
客
サ
ー
ビ

ス
が
拡
大
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
安
全
面
や
体
の
不
自

由
な
方
の
対
応
な
ど
、
問
題

新
幹
線
関
西
地
本
第

回
定
期
委
員
会

を
解
決
す
る
た
め
奮
闘
す

る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
出
向
先
や
運

転
職
場
の
問
題
な
ど
職
場
の

問
題
点
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。
と
り
わ
け
運
転
職
場
で

は
、
高
齢
者
の
労
働
の
あ
り

方
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。御

辺
書
記
長
は
、
「
職
場

で
発
生
し
て
い
る
問
題
の
解

決
に
向
け
、
闘
い
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
く
」
と
総
括
答

弁
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
の
新
幹
線
運
輸
所
営

業
訓
練
で
、
「
現
行

号
車

11

番
Ａ
Ｂ
席
、

番
Ａ
Ｂ
席

12

13

（
特
定
席
）
は
、
当
日
の
マ

ル
ス
オ
ー
プ
ン
か
ら
発
売
し

て
い
た
が
、
３
月

日
（
ダ

14

イ
ヤ
改
正
）
か
ら
マ
ル
ス
オ

ー
プ
ン
を
取
り
や
め
る
。
当

日
、
乗
車
さ
れ
る
お
体
の
不

自
由
な
方
の
対
応
の
た
め

で
、
乗
車
さ
れ
て
き
た
場
合
、

車
掌
が
マ
ル
ス
に
連
絡
し
て

座
確
す
る
こ
と
と
な
る
」
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
部
は
昨
年

月

日
、

12

25

す
る
」
「
出
向
先
の
組
合
掲

示
板
を
獲
得
に
向
け
て
奮
闘

し
て
い
く
」
「
訓
練
５
分
前

集
合
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
労
働

撲
滅
に
向
け
て
、
労
基
署
へ

の
相
談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
」
「
車
内
点
検
、

特
大
荷
物
事
前
予
約
制
で
車

掌
長
・
列
車
長
が
労
働
強
化

さ
れ
る
。
３
名
乗
務
に
戻
す

た
め
に
闘
お
う
」
「
寄
本
さ

月
３
日
に
行
わ
れ
た
参
議

12院
国
土
交
通
委
員
会
に
お
け

る
、
れ
い
わ
新
撰
組
木
村
英

子
議
員
の
一
般
質
問
な
ど
に

関
す
る
申
し
入
れ
（
『
申
第

号
』
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

19こ
の
３
項
「

号
車

番
Ａ

11

12

Ｂ
席
、

番
Ａ
Ｂ
席
に
つ
い

13

て
は
、
常
時
に
お
い
て
車
い

す
な
ど
お
身
体
の
不
自
由
な

お
客
様
の
専
用
席
と
す
る
た

め
、
当
日
の
一
般
販
売
は
や

め
る
こ
と
」
の
要
求
が
実
現

し
ま
し
た
。

ん
、
池
田
さ
ん
の
加
入
で
自

信
を
も
ら
っ
た
」
な
ど
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

浦
谷
書
記
長
は
「
車
い
す

の
問
題
に
つ
い
て
、
れ
い
わ

新
撰
組
・
木
村
英
子
議
員
事

務
所
を
訪
問
し
た
。
抵
抗
と

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
闘
い
で

あ
る
。
車
掌
２
人
乗
務
は
効

率
化
の
極
み
で
あ
る
。
闘
い

を
進
め
、
再
度
訪
問
し
た
い
。

新
幹
線
自
由
席
の

車
内
改
札
「
当
分
の
間
中
止
」

お
体
の
不
自
由
な

お
客
様
の
予
約
改
善

『
申
第

号
』『
申
第

号
』
の
一
部

19

24

要
求
実
現
！

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
社
員
が
感
染

防
止
の
た
め
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
防
止
に

関

す

る

追

加

申

し

入

れ

（
２
）
」
（
『
申
第

号
』
）
を

24

民
間
の
仲
間
か
ら
、
落
合
恵

子
さ
ん
の
講
演
会
参
加
要
請

が
あ
り
参
加
し
た
。
茹
で
ガ

エ
ル
の
話
を
具
体
的
に
話
さ

れ
て
い
た
。
社
会
、
地
域
に

出
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
総
括
答
弁
を
行
い

ま
し
た
。

今
委
員
会
で
、
水
野
さ
ん

裁
判
に
対
す
る
カ
ン
パ
を
行

い
ま
し
た
。

提
出
し
ま
し
た
。
こ
の
５
項

「
車
内
業
務
で
不
特
定
多
数

の
お
客
様
と
接
す
る
機
会
の

多
い
対
面
改
札
に
つ
い
て

は
、
在
来
線
・
新
幹
線
共
に

中
止
す
る
こ
と
」
の
要
求
が

実
現
し
ま
し
た
。

会
社
は
掲
示
を
掲
出
す
る

前
日
、
対
面
改
札
の
中
止
に

つ
い
て
は
「
現
時
点
に
お
い

て
、
そ
の
よ
う
な
考
え
は
な

い
。
当
社
の
鉄
道
を
ご
利
用

さ
れ
る
お
客
様
に
お
使
い
頂

け
る
よ
う
、
新
幹
線
全
駅
及

び
在
来
線
の
有
人
駅
に
お
い

て
、
手
指
消
毒
用
の
消
毒
液

を
設
置
し
た
ほ
か
、
駅
や
新

幹
線
車
内
（
テ
ロ
ッ
プ
）
で
、

手
洗
い
を
積
極
的
に
行
っ
て

頂
く
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
」
と
回
答
し
、

要
求
を
拒
否
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
闘
い

に
よ
り
、
会
社
の
対
応
を
変

え
さ
せ
ま
し
た
。
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一部要求勝ち取る！
ＳＭＴと団体交渉
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